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だんごさし 
　一家繁栄、無病息災を願って、代場とよさん（小国町）の
お宅では、お嫁さんとともにだんごさしが行なわれました。
だんごの木には、色とりどりのふなせんべいやだんごが飾ら
れ、雪におおわれたこの季節、家の中はまるで鮮やかな花が
咲いたように感じられました。 

を訪ねて 
季節 

vol. 9
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町
内
で
生
産
さ
れ
る
特
産
品
の
、

地
産
地
消
と
町
外
へ
の
流
通
販
売

を
、い
か
に
進
め
る
か
を
テ
ー
マ
と

し
た
勉
強
会
が
、
一
月
十
九
日
、
ア

ス
モ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
営
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
齋

藤
恒
助
氏
（
緑
町
）
と
、
電
源
地
域

振
興
セ
ン
タ
ー
市
町
村
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
松
居
正
矩
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
、
地
域
農
産
物
の
生
産
や
、
販

売
戦
略
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は
雪
を
活
用
し
た
産
業
お

こ
し
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
、活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に

な
る
こ
の
季
節
、体
を
動
か
し
て
健

康
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、冬
の
健
康

づ
く
り
教
室
が
、一
月
十
一
日
か
ら

二
月
十
六
日
ま
で
の
予
定
で
、ゆ
〜

ゆ
、健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
の
中
で
体
を
動
か
す
ア
ク
ア

ビ
ク
ス
や
、直
径
約
一
�
の
ボ
ー
ル

に
座
り
な
が
ら
、リ
ズ
ム
よ
く
体
を

動
か
す
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
が
行
わ

れ
て
お
り
、
参
加
者
は
、
気
軽
に
で

き
る
こ
の
体
力
づ
く
り
に
、楽
し
み

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

1/11～

1/19

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
と
バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
で
元
気
は
つ
ら
つ

冬
の
健
康
づ
く
り
教
室
を
開
催

　

県
立
小
国
高
校
の
全
校
生
徒
と

教
職
員
が
、
一
月
二
十
三
日
、
町

内
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
悪
天
候
の
中
二
十

二
世
帯
の
軒
先
や
屋
根
の
除
雪
を

行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
の
活

動
を
見
た
近
所
の
方
が
、
自
主
的

に
手
伝
い
に
来
る
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
作
業
を
見
守
っ
て
い
た

お
年
寄
り
は
、「
こ
の
大
雪
で
み
ん

な
自
分
た
ち
の
所
が
大
変
な
の
に
、

ほ
ん
と
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。

1/23

大
雪
か
ら
高
齢
者
を
守
る

県
立
小
国
高
校

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
産
品
の
生
産
と

販
路
拡
大
を
目
指
す

食
文
化
・
産
業
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
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男
性
の
料
理
教
室
が
、
一
月
二

十
六
日
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
男
性
に
も
料
理

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
加
藤

美
惠
子
会
長
）
が
開
催
し
た
も
の

で
、
講
師
に
金
十
商
店
鮮
魚
担
当

の
伊
藤
和
則
さ
ん
を
招
き
、
魚
を

使
っ
た
料
理
な
ど
五
品
を
作
り
ま

し
た
。
サ
バ
の
三
枚
お
ろ
し
に
挑

戦
し
た
参
加
者
は
、
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
包
丁
さ
ば
き
に
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
。

1/26

食
生
活
に
関
心
を
！

男
性
の
料
理
教
室
開
催

　

第
二
十
四
回
つ
る
細
工
講
習
会

が
、
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七

日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
国
民

宿
舎
飯
豊
梅
花
皮
荘
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
町
観
光
協
会

（
土
屋
民
男
会
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
遠
く
は
秋
田
県
な
ど
、

町
内
外
か
ら
三
十
八
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
当
日
は
参
加
者
同
士
で

模
様
や
形
な
ど
を
確
認
し
合
い
な

が
ら
作
業
を
進
め
、
ア
ケ
ビ
つ
る

の
カ
ゴ
や
、
マ
タ
タ
ビ
で
猫
じ
ゃ

ら
し
を
作
り
ま
し
た
。

1/25

巧
み
に
つ
る
を
操
る

　

第　

回
24つ

る
細
工
講
習
会　

　  小国町観光協会

　  会長　土屋  民男 さん

　昨年６月から小国町観光協会会長
として活躍されている土屋民男さん
（幸町）に、新たな取り組みや今後
の目標についてお話をお伺いしまし
た。
　「観光協会の活動内容を見直し、ま
ずは会員の意識改革から始めていこ
うと、月に１度検討会を行っていま
す。また１２月には、観光協会のホー
ムページを開設しました。情報化社
会の中で、インターネットの利用者
は年々増え続けています。情報を発
信する手段としてだけでなく、それ
が産業に結びついていくような、小
国ならではのシステムの整備を進め
ていかなければならないと考えてい
ます。
　また、“全国の出張所長さん”と
して、町外に在住している方を対象
に、ボランティアで小国町を全国に
広く紹介していただける方を募集し
ています。こうした取り組みを含め
て、人と人との交流を大切にしなが
ら、活気ある小国町にしていきたい
と思っています」。

全国の出張所長さんを募集！
交流を大切にしていきたい
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昭
和
三
十
八
年
冬
、
日
本
海
沿
岸
を
襲
っ
た
局
地
的
な
豪
雪
に
よ
る
被
害
は
、

「
三
八
豪
雪
」
と
し
て
、
豪
雪
地
帯
小
国
町
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
十
三
年
。
昨
年
十
二
月
九
日
か
ら
、
平
年
よ
り
約
二
週
間
早
く
本

格
的
に
降
り
出
し
た
雪
は
、
一
月
二
十
七
日
現
在
、
気
象
台
小
国
観
測
所
で
二
〇

一
セ
ン
チ
、
小
玉
川
で
は
三
〇
四
セ
ン
チ
の
積
雪
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
豪
雪
の
状
況
と
そ
の
対
応
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
雪
と
向
き

合
い
、
住
民
と
民
間
、
行
政
の
協
働
の
力
に
よ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�

　

東
北
・
北
陸
地
方
を
は
じ
め
、

日
本
海
側
を
中
心
に
大
雪
と
低
温

が
続
き
、
十
二
月
に
お
け
る
我
が

国
の
平
均
気
温
は
、
一
九
四
六
年

の
統
計
開
始
以
降
最
低
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
雪
に
関
係
し
た
人
的
被

害
は
、
昨
年
十
二
月
か
ら
一
月
二

十
七
日
ま
で
、
死
者
百
十
四
人
、

重
軽
傷
者
千
五
百
六
十
一
人
に
及

ん
で
い
ま
す
。（
消
防
庁
統
計
）
本

町
で
も
、
落
雪
に
よ
り
生
き
埋
め

に
な
る
な
ど
の
人
的
被
害
や
、
建

物
の
崩
壊
、
水
路
の
決
壊
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

��������	
��
������

３８豪雪以来の積雪を記録
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町
で
は
雪
害
等
の
未
然
防
止
と
、

町
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
十
二
月
二
十
七
日
、
小
国
町

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
道
路

や
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
な
ど
、
雪

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
町
で
は
、
三
二
六
路
線
、

延
長
一
一
九
・
〇
三
二
キ
ロ
の
道

路
除
雪
を
、
除
雪
機
械
四
十
一
台

体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
年
度
の
雪
対
策
費
用
と
し
て
、

二
億
四
千
六
百
四
十
六
万
九
千
円

を
措
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
月

五
日
に
、
五
千
百
五
十
九
万
円
を

専
決
処
分
で
追
加
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
今
後
も
降
雪
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
月
三
十
一
日
に
臨

時
議
会
を
開
き
、
一
億
五
千
百
九

十
八
万
三
千
円
を
追
加
、
予
算
総

額
の
七
・
七
％
に
あ
た
る
、
四
億

五
千
四
万
二
千
円
を
確
保
し
ま
し

た
。

�
�
�
�

　

三
八
豪
雪
は
、
昭
和
三
十
八
年

一
月
中
旬
か
ら
断
続
的
に
雪
が
降

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
町
で
は
世
帯
数
、
三
、
二
六

八
世
帯
（　

・
４
・
１
現
在
）
の

１７

う
ち
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
、

八
〇
一
世
帯
と
、
四
世
帯
に
一
世

帯
が
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
な

り
、
そ
の
数
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。

　

全
国
各
地
で
、
高
齢
者
を
巻
き

込
む
雪
の
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
や
除
雪
中
の

事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
力
で
除

雪
作
業
が
で
き
な
い
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
除

雪
費
の
一
部
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
十
五
年
度
か
ら
は
、
新
た

に
「
暮
ら
し
応
援
事
業
」
を
創
設

し
て
、
除
雪
を
行
う
「
生
活
援
助

員
」
の
派
遣
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
業
で
は
、
民
生
委
員

の
か
た
が
た
が
、
高
齢
者
世
帯
の

訪
問
調
査
を
行
い
、
一
世
帯
当
た

り
、
ひ
と
冬
二
十
四
時
間
分
の
派

昭
和
三
十
八
年
、
道
路
や
歩
道
の
除
雪
な
ど
は

な
く
、
踏
み
固
め
た
雪
の
上
を
走
る
ト
ラ
ッ
ク

に
、
人
力
で
雪
を
積
む
。

気象台小国観測所積雪量（大宮） 
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H17年度積雪 
積
雪
量
（
�
） 

S38.2.1 
290� 

Ｈ13.2.13 
230� 

S38.2.1 
290� 

Ｈ13.2.13 
230� 

り
続
き
、
一
月
二
十
六
日
に
は
二

五
五
セ
ン
チ
の
積
雪
を
記
録
（
気

象
台
小
国
観
測
所
）、米
坂
線
は
そ

れ
か
ら
十
日
間
も
の
間
不
通
と
な

り
ま
し
た
。

　

物
資
輸
送
や
住
民
の
交
通
手
段

の
ほ
と
ん
ど
を
鉄
道
に
頼
っ
て
い

た
当
時
、
小
国
町
は
ま
さ
に
「
陸

の
孤
島
」
と
化
し
、
自
衛
隊
三
百

五
十
人
に
よ
る
除
雪
支
援
な
ど
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
豪
雪
に
よ
る

被
害
総
額
は
五
億
四
百
六
十
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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な
助
け
合
い
の
生
活
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
二
人
世
帯
で
、
さ
ら
に

こ
の
冬
は
、
夫
が
温
身
の
郷
に
入

所
し
て
い
る
た
め
、
一
人
暮
ら
し

と
な
っ
た
増
子
マ
サ
エ
さ
ん
（
岩

井
沢
）
の
お
宅
で
は
、
隣
家
の
後

藤
幸
夫
さ
ん
を
は
じ
め
、
近
所
の

か
た
が
た
が
除
雪
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

増
子
さ
ん
は
、「
高
齢
者
二
人
暮

ら
し
の
私
た
ち
は
、
雪
が
降
り
始

め
る
と
そ
れ
ば
か
り
心
配
し
て
い

ま
し
た
が
、
降
っ
た
日
は
、
隣
の

家
の
方
が
除
雪
を
し
て
く
れ
て
心

配
な
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
温
身
の
郷
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
夫
は
、『
こ
の
大
雪

で
心
配
だ
か
ら
家
に
帰
る
』
な
ど

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、『
近
所
の

か
た
が
た
が
き
れ
い
に
し
て
く
れ

る
か
ら
、
な
に
も
心
配
な
い
よ
』

と
言
っ
て
安
心
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
ほ
ん
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
に
な
る
と
ど
う
し
て

も
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、近
所
か
ら『
お

茶
の
み
に
来
な
い
か
』
と
よ
く
声

遣
を
し
て
い
る
も
の
で
、
現
在
一

五
八
世
帯
が
登
録
し
利
用
し
て
い

ま
す
。
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
、
下

ろ
し
た
雪
の
排
雪
な
ど
、
連
日
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
降
雪

は
ま
だ
ま
だ
続
く
も
の
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
数
を
八
時

間
増
や
し
、
今
年
度
は
三
十
二
時

間
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

＊
問
合
先　

健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
（
�　

―
１
０
０
０
）

６１

を
か
け
て
も
ら
う
し
、

週
二
回
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
の
訪
問
や
、

訪
問
看
護
の
か
た
が
た

が
来
て
く
だ
さ
る
お
か

げ
で
、
一
人
で
さ
み
し

い
思
い
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

町
内
に
は
、
流
雪
溝

を
効
率
よ
く
安
全
に
利

用
す
る
た
め
、
小
坂
町

流
雪
溝
利
用
組
合
、
幸
町
流
雪
溝

組
合
、
町
岩
流
雪
溝
組
合
連
合
会

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
八

年
に
設
立
さ
れ
た
、
町
岩
流
雪
溝

組
合
連
合
会
の
会
長
を
務
め
る
砥

石
二
雄
さ
ん
（
岩
井
沢
）
に
お
話

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

屋根の雪下ろしや軒下の除雪作業など
が連日行われている

砥石二雄さん

て
い
ま
す
。
流
雪
溝
が
整
備
さ
れ

始
め
た
頃
は
、
決
ま
り
事
も
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
だ
け
を
優
先
し

た
利
用
を
し
て
い
た
た
め
、
ト
ラ

ブ
ル
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
み
ん
な
の
流
雪
溝

で
あ
る
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、

ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
三
年
前
か
ら
は
、
組
合

員
自
ら
水
路
の
点
検
を
す
る
こ
と

に
し
、
今
年
度
は
八
十
六
名
が
参

加
、
破
損
箇
所
や
水
位
、
ゴ
ミ
が

つ
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

組合員が協力して流雪溝の点検作業を行う

�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

地
域
住
民
の
密
接
な
つ
な
が
り

に
よ
っ
て
、
幾
多
の
災
害
を
乗
り

越
え
て
き
た
本
町
で
は
、「
暮
ら
し

応
援
事
業
」
の
よ
う
な
町
の
制
度

と
合
わ
せ
て
、
特
に
地
域
で
高
齢

者
世
帯
の
生
活
を
守
る
、
自
主
的

　
「
現
在
、町
岩
流
雪
溝
組
合
連
合

会
に
は
、
二
八
三
世
帯
が
加
入
し
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て
も
、
今
後
、
雪
に
か
か
わ
る
事

故
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
降
雪
に
よ
っ
て
は
、
住

宅
な
ど
の
除
雪
や
排
雪
作
業
で
、

住
民
の
疲
労
は
蓄
積
し
、
事
故
が

起
こ
る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図

り
迅
速
な
対
応
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
豪
雪
対
策
本
部
を
中

心
に
、
積
雪
や
大
雪
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
、
注
意
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
山
形
河
川
国
道
事

務
所
と
連
携
し
、
国
道
の
主
要
カ

所
に
つ
い
て
、
積
雪
や
路
面
状
況

を
カ
メ
ラ
で
確
認
出
来
る
よ
う
整

備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
気
温
が
上
が
る
と
、
雪

崩
の
危
険
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、

一
層
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
、
町
民
生

活
の
安
全
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

＊
小
国
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
豪

雪
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.o
g
u
n
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ま
た
、
会
報
を
全
組
合
員
に
配

布
し
、
内
網
は
絶
対
に
は
ず
さ
な

い
こ
と
や
、
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
こ

と
、
フ
タ
を
開
け
た
ま
ま
に
し
て

お
か
な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
し

合
っ
て
い
ま
す
。
特
に
決
め
て
い

る
ル
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
地
域
が
多

い
た
め
、
自
主
的
に
通
学
時
間
前

に
は
作
業
を
終
了
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

気
温
が
低
く
な
る
と
、
ど
う
し

て
も
水
路
の
周
り
が
凍
り
、
雪
が

つ
ま
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
の
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
長
を
通

じ
て
組
合
員
に
連
絡
し
、
復
旧
作

業
な
ど
、
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
何
よ
り

も
、
組
合
員
の
意
識
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
、
安
全
で
効
率
的
な

利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

町
で
は
、
道
幅
が
狭
か
っ
た
り

大
型
の
除
雪
機
が
入
れ
な
い
町
道

や
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
を
行
う
た

め
、
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
小
型
除
雪

機
四
台
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

　
「
近
所
三
軒
の
前
を
通
る
道
路

は
幅
が
狭
く
て
、
大
型
の
除
雪
機 佐藤祐吉さん

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
、
地
域
内

の
町
道
な
ど
の
除
雪
を
行
っ
て
い

る
佐
藤
祐
吉
さ
ん
（
足
水
中
里
）

に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

械
が
入
っ
て
く
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

馬
力
や
使
い
勝
手
が
非
常
に
よ

く
、
広
い
範
囲
で
除
雪
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
町
道
の
除
雪
に
は
、

大
変
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

こ
の
冬
の
大
雪
で
は
、
こ
れ
が
な

け
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
も
の
か

想
像
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
妻
の
介
護
を
し
な
が
ら

の
作
業
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

多
少
時
間
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
こ
と

は
し
よ
う
と
思
い
や
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
落
で
も
お
年
寄
り
の
世

帯
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
、
地
域
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

昭
和
三
十
九
年
に
は
、
町
内
に

除
雪
協
力
会
が
組
織
さ
れ
、
住
民

と
民
間
と
行
政
の
協
働
の
力
に
よ

る
除
雪
体
制
が
形
づ
く
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

本
町
で
は
例
年
、
二
月
に
降
雪

量
が
多
く
、
全
国
的
な
統
計
を
み

町に４台整備しているハンドガイド式除雪機

の
除
雪
機
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
除

雪
を
行
っ
て
く
れ
る
方
に
貸
与
し
、

住
民
の
支
え
あ
う
力
に
よ
っ
て
冬

季
交
通
の
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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今
冬
は
、
昨
年
の
十
二
月
か
ら
、

厳
し
い
寒
波
と
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、

記
録
的
な
豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。

積
雪
深
は
、
一
時
、
町
の
中
心
部

で
二
・
三
五
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、

山
間
部
で
は
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え

ま
し
た
。

　

町
は
、
十
二
月
二
十
七
日
に
豪

雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
雪
害
の
未

然
防
止
と
町
民
生
活
の
安
全
確
保

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
除

雪
経
費
に
対
す
る
国
の
助
成
や
、

豪
雪
対
策
諸
施
策
へ
の
特
別
交
付

税
の
重
点
配
分
を
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
降
雪
は
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
雪

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
人
身
事
故
が
多
く

発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
除
排

雪
作
業
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
年
活

動
し
、
十
二
月
末
で
退
任
さ
れ
た

齋
藤
京
さ
ん
（
岩
井
沢
）
に
、
一

月
六
日
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
さ
ん

は
「
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
発
生
し
て
い
る
が
、
朝
夕

の
声
が
け
な
ど
、
さ
さ
や
か
な
お

手
伝
い
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
羽
田
み
え
子
さ
ん

（
岩
井
沢
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
や
法
律
に
関
し
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

齋藤京さんに感謝状が贈呈される

齋
藤
京
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
の

活
動
が
称
え
ら
れ
る

通学にも心配が絶えない。
とのすれ違いはできない。
から落雪の心配もある現在の橋。

　昭和５７年１月に、沖庭橋の早期架替
えに向けた同盟会を組織、町中心部と
旧北小国村を結ぶ唯一のルートとして、
関係機関への要望が続けられてきまし
た。地域住民の長年の願いが叶い、地
盤調査や用地買収を経て、昨年１２月２８
日から橋本体の工事が始まり、１月２３
日には、工事の概要や工程についての
地元説明会が行なわれました。参加し
た住民からは、工事中の安全対策や、
早期完成を願う意見が出されました。
　今年度は、橋脚４基を建設する工事
などが行なわれ、平成２０年度の開通を
目指し、工事が本格的に進められます。

総 延 長　７４０ｍ（橋＋改良する道路）
総事業費　約１４億円
橋の概要
橋　　長　１３２．５ｍ
車 道 幅　７．５ｍ（現在５．５ｍ）
歩 道 幅　２．５ｍ（現在なし）

＝
工
事
の
概
要
＝

地
域
住
民
長
年
の
願
い

沖
庭
橋
架
替
工
事
が
始
ま
る

地
域
住
民
長
年
の
願
い

沖
庭
橋
架
替
工
事
が
始
ま
る

�
�
�
�
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鈴
木　

光

介
護
老
人
保
健
施
設

作
業
療
法
士

冬
季
う
つ
病
っ
て
な
に
？

げ
ら
れ
ま
す
。ど
ん
な
人
で
も
季
節

に
よ
る
変
化
は
あ
る
程
度
あ
り
ま

す
が
、
症
状
が
明
ら
か
に
強
い
場
合

に
は
、
冬
季
う
つ
病
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
冬
季
な
の
で
し
ょ
う
。

日
照
時
間
の
減
少
に
よ
り
、
ホ
ル
モ

ン
分
泌
や
体
温
の
リ
ズ
ム
に
変
調
が

起
き
る
の
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
光
に
あ
た

る
こ
と
が
最
も
有
効
な
治
療
法
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、
自
分

で
出
来
る
簡
単
な
予
防
法
と
し
て

は
、
早
く
起
き
て
出
来
る
だ
け
日
に

あ
た
る
時
間
を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
日
中
は
明
る
い
部
屋
で

過
ご
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
か
な
り

の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
病
気
は
春
に
な
る
と
自
然

と
元
気
が
で
る
た
め
、
治
療
を
受
け

ず
に
放
置
し
て
い
る
人
も
少
な
く

な
い
よ
う
で
す
が
、
冬
季
の
不
調
を

繰
り
返
し
経
験
し
て
い
る
人
は
、
一

度
専
門
医
を
受
診
し
て
み
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
例
年
に
な
い
大

雪
で
毎
日
の
雪
か
き
に
も
う
ん
ざ

り
、と
い
っ
た
感
じ
で
す
が
、
早
寝
早

起
き
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、

厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
！

癒しの癒しの園園
健康考健康考話話

シリーズ 22
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毎
年
、
冬
に
な
る
と
気
分

が
ゆ
う
う
つ
で
す
ぐ
れ
な
い
。

春
に
な
る
と
治
る
の
に
、ど
う

し
て
冬
だ
け
極
端
に
気
分
が
落
ち

込
む
の
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
悩
み
を

持
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

が「
冬
季
う
つ
病
」と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
日
照
時
間
が
日
一
日
と
短

く
な
り
、
そ
し
て
気
温
が
徐
々
に
下

が
る
に
つ
れ
て
、
ま
る
で
心
と
体
が

冬
眠
す
る
か
の
よ
う
に
重
く
な
り
、

頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
だ
し
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
症
状
と
し
て
は
、

気
分
が
塞
い
で
、
悲
観
的
な
こ
と
ば

か
り
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
何
時
間

寝
て
も
ま
だ
眠
く
、
朝
は
な
か
な
か

起
き
ら
れ
な
い
。
い
つ
も
は
簡
単
に

思
い
出
せ
る
こ
と
が
思
い
出
せ
な
い
。

食
べ
物
が
偏
っ
て
、
白
米
や
パ
ン
、
麺

類
、菓
子
等
ば
か
り
食
べ
て
し
ま
う
。

体
重
が
極
端
に
増
え
る
。な
ど
が
あ

歩道もなく、子どもたちの
幅員が５．５ｍと狭く、大型車
また、冬季間は、橋の桁材

Ｓ３５年
現在の橋として供用開始

Ｓ５７年１月３１日
沖庭橋架替事業促進期成
同盟会結成（会長　塚原
名右衛門氏）

Ｓ５７年２月１日
請願書署名を開始
（１，１５４名が署名）
Ｓ５７年２月１９日
山形県知事、県議会議長
に請願書を提出

Ｈ７年
調査設計に着手

Ｈ１６年４月
用地買収に着手

Ｈ１７年１２月
橋脚工事着工

Ｈ２０年度
供用開始予定

沖庭橋架替工事の主なあゆみ

沖庭橋架替事業促進
期成同盟会会長

　 佐藤　精さん

　現在の橋は、幅が狭く、
歩道も無いことから大型
車１台通るのがやっとで
す。子どもたちの通学に
も大変危険だったことか
ら、橋の架け替えは、地
域住民みんなの強い願い
でした。陳情や請願を何
度も行い、住民への協力

要請や役員会はこれまで何十回も行って
きました。地権者の皆様には、地域住民
の願いをご理解いただき、大変なご協力
をいただくことができました。
　同盟会の初代会長をはじめとし、大勢
の方のお力添えにより、ようやく工事の
着工を迎えることができました。平成２０
年の開通を心待ちにしています。完成ま
では、工事車両も多くなりますので、関
係機関と連絡を取り合って事故の無いよ
う呼びかけていきたいと思っています。
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皆さんの声をお寄せください
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■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）

■
内　

容　

地
場
産
の
米
と
大
豆

を
使
っ
た
み
そ
の
仕
込
み
を
体

験
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
　

名
（
２
日
間
と

３０

も
参
加
で
き
る
か
た
）

■
参
加
費　

二
千
五
百
円

■
申
込
期
間　

２
月　

日
�

２０
〜　

日
�　
　

２８

■
そ
の
他　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
込
み
し
た
か
た
に
別
途
連
絡

し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
農
業
振
興
課
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
５
１
）
へ

２６
置
賜
の
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日　

時　

２
月　

日
�

１１

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■
場　

所　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

　
　
　
　
　
（
米
沢
市
）

■
内　

容　

基
調
講
演
、
森
林
整

備
に
関
す
る
意
見
交
換
会

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

２
月
６
日
�

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
６
３
）
へ

２６
第　

回
山
形
県
理
学
療
法

１４
学
術
大
会
市
民
公
開
講
座

■
日　

時　

３
月　

日
�

１２

　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
３０

町
営
住
宅
等
の
入
居
者
募
集

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟
Ｂ
１
０
３
、
Ｂ

３
０
３　
　
　

２
Ｋ　
　

２
戸

 
（
家
賃
三
万
三
千
円
）

▼
小
坂
町
２
号
棟
２
―
２

３
Ｋ　
　

１
戸

 
（
家
賃
三
万
五
千
円
）

▼
岩
井
沢
２
０
３　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸

 
（
家
賃
四
万
二
千
円
）

▽
対
象　

小
国
町
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
か
た

■
募
集
期
間　

２
月
３
日
�

〜　

日
�　
　

１０

■
入
居
時
期　

３
月
上
旬

■
敷　
　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
・
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

白
い
森
子
ど
も
体
験
教
室 

自
然
の
家
で
雪
遊
び

■
日　

時　

２
月　

日
�

１８

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場　

所　

山
形
県
飯
豊
少
年
自

然
の
家
（
総
合
セ
ン
タ
ー
に
集

合
、
そ
の
後
バ
ス
で
移
動
）

■
内　

容　

ス
ノ
ー
フ
ラ
ッ
グ
、

フ
リ
ス
ビ
ー
ゴ
ル
フ
、
チ
ュ
ー

ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

■
対
象
者　

小
学
１
〜
６
年
生
、

ま
た
は
そ
の
保
護
者
の
か
た

■
定　

員　
　

名
３０

■
参
加
費　

五
百
円
（
保
険
料
、

昼
食
代
）

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１３

■
そ
の
他　

学
校
か
ら
配
布
さ
れ

た
用
紙
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
へ

森
の
恵
み
フ
ォ
ー
ラ
ム　

第　

回 
１２

山
形
県
木
炭
品
評
会
表
彰
式

■
日　

時　

２
月　

日
�

１８

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜　

時
１２

■
場　

所　

飯
豊
町
町
民
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
〜
す
」

■
内　

容

　

講
演
会

▼
演
題　
「
世
界
一
か
っ
こ
い

い
仕
事
（
い
き
か
た
）」

▼
講
師　

炭
師　

原
伸
介
氏

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１４

■
申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
総
合
支

庁
森
林
整
備
課
（
�
０
２
３
８

―　

―
６
０
６
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２６
２
３
８
―　

―
６
９
４
２
）
へ

２１

み
そ
造
り
体
験
教
室

■
期　

日　

３
月
２
日
�
、９
日
�

■
日　

時　

２
月　

日
�

１１

　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
内　

容

▼
演
題　

〜
あ
な
た
も
わ
た
し
も

自
分
ら
し
く
〜
共
に
楽
し
く
生

き
て
い
こ
う

▼
講
師　

藤
田
弓
子
氏 

　
（
映
画
、
ド
ラ
マ
、
司
会
な
ど
幅

広
く
活
躍
す
る
俳
優
。
市
民
劇

団
を
立
ち
上
げ
指
導
し
、
地
域

の
発
展
、
活
性
化
に
協
力
し
て

い
ま
す
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務
局
へ

�����

�����������
■日　時　３月４日�　１６：００～
■場　所　白い森交流センターりふれ
■定　員　１００名（事前の申込みが必要です）
■参加費
○公演のみ参加　１，０００円
○公演と懇親会に参加　４，０００円
○公演と懇親会と宿泊　８，０００円
■その他　公演終了後、山上氏を囲
　んで懇親会があります。送迎バ
　スを用意しています。
■申込・問合先
　おぐに白い森�
　（�６２－４５１８）
　またはりふれ
　（�６７－２０１１）へ

小
国
町
文
化
講
演

小
国
町
文
化
講
演
会会

������������
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

今月の町長と語る日は２月２２日�です。
お気軽においでください。

プ
ラ
ザ

■
内　

容

　

映
画「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」

上
映
、
映
画
出
演
の
団
体
お
よ

び
ゲ
ス
ト
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど

■
入
場
料　

一
般
千
二
百
円
、

P
L
A
'

 
 
 
 s  

会
員
お
よ
び
学
生
千
円

※
前
売
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
定　

員　

六
百
名

■
申
込
・
問
合
先　

東
北
学
生
音

楽
祭
事
務
局
（
�
０
２
３
８
―

　

―
３
３
１
１
）
へ

４６小
国
町
生
活
安
定
資
金

　

会
社
や
商
店
に
１
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
か
た
で
、労
働
組
合
ま
た

■
場　

所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ

■
内　

容　

登
校
拒
否
や
閉
じ
こ

も
り
な
ど
の
子
ど
も
の
治
療
を

通
し
、「
い
や
す
こ
と
・
な
お
す

こ
と
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

　

▼
講
師

　
　

臨
床
心
理
士　

古
関
光
一
氏

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

公
立
置
賜
総
合
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
内
大

会
事
務
局
（
�
０
２
３
８
―　
４６

―
５
０
０
０
）
へ

映
画「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」記
念 

東
北
学
生
音
楽
祭
２
０
０
６

■
日　

時　

２
月　

日
�

１１

　

午
後　

時　

分
〜
５
時　

分

１２

３０

３０

■
場　

所　

川
西
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー

　

代
表
取
締
役　
　

佐
藤
修
治
氏

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

末
冨
美
貴
氏

■
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
井

　
（
�　

―
８
６
０
９
）
へ

８４

男
性
セ
ミ
ナ
ー

　

定
年
後
の
豊
か
な
人
生
に
向
け

た
ヒ
ン
ト
を
探
し
ま
す
。

■
日　

時

　

２
月　

日
�
、
３
月　

日
�　

２６

１２

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

■
場　

所　

遊
学
館
（
山
形
市
）

■
対
象
者　
　

歳
以
上
の
男
性
の

５０か
た

■
参
加
費　

無
料

■
そ
の
他　

人
数
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

山
形
県
男
女

参
画
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２
３
―

６
２
９
―
７
７
５
１
）
へ

は
職
場
に
融
資
制
度
が
な
い
か
た

の
た
め
に
、小
国
町
と
労
働
金
庫
が

協
力
し
、
低
利
で
融
資
し
ま
す
。

■
融

資

額　

百
万
円
以
内

■
融
資
金
利　

年
２
・
２
％

■
融
資
期
間　

７
年
以
内

■
問

合

先　

東
北
労
働
金
庫
小

国
支
店（
�　

―
４
４
５
６
）へ

６２

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
会

　

就
職
を
控
え
た
生
徒
、
学
生
、

若
年
者
の
か
た
を
対
象
に
、
社
会

人
の
マ
ナ
ー
等
を
学
び
ま
す
。

■
日　

時　

２
月　

日
�

２３

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時　

５０

１０

分
（
９
時　

分
〜
受
付
開
始
）

２０

■
場　

所　

白
い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ア
ス
モ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講　

師

　

東
セ
ラ
マ
シ
ナ
リ
�

個
人
情
報
保
護
法
講
演
会

■
日　

時　

２
月　

日
�

１４

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場　

所　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
山
形（
山
形
市
）

■
内　

容　

弁
護
士
や
内
閣
府
の

専
門
家
の
か
た
に
よ
る
、個
人
情

報
保
護
制
度
に
関
す
る
講
演
会

■
そ
の
他　

事
前
の
申
込
が
必
要

で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

県
改
革
推
進

課
（
�
０
２
３
―
６
３
０
―
２

０
５
９
）
へ

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
育
成
講
座

■
日
時
お
よ
び
場
所　

３
月
３
日

�
午
前　

時
〜
山
形
県
介
護
学

１０

習
セ
ン
タ
ー
、
４
日
�
午
前　
１０

年金相談

○日　程　２月１５日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○問合先　町民課へ

人権相談

○日　時　２月１７日�　１０：００～１２：００
○場　所　総合センター
○相談員　人権擁護委員１名
○内　容　人権に関すること
○問合先　町民課へ

弁護士無料法律相談

○日　時　２月２４日�　１０：００～１５：００
○場　所　総合センター
○申込受付　２月１７日�
○その他　相談は予約制で、申込順とな

ります。
○問合先　町民課へ

無料確定申告相談

○日　時　２月１８日�、２５日�
　　　　　１０：００～１５：００
○場　所　長井商工会議所
○内　容　確定申告書（消費税の申告を

含む）の書き方に関する相談
○相談員　税理士８名
○問合先　東北税理士会長井支部支部長
　　　　　元木茂（�８８―９１５９）へ

年金受給者申告説明会

○日　時　２月６日�　９：１０～
○場　所　長井市置賜生涯学習プラザ
○持参するもの　平成１７年分の公的年金
等の源泉徴収票、給与所得の源泉徴収
票、生命保険料・損害保険料等の控除
証明書（領収書など）、国民健康保険料・
国民年金保険料等の控除証明書（領収
書など）、印かん、その他申告に必要な
もの
※平成１７年分の所得税の確定申告書の用
紙をお持ちのかたは持参してください。
○問合先　長井税務署（�８４―１９３４）へ
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山
形
県
小
白
川
庁
舎
内　

山
形

県
社
会
福
祉
協
議
会
・
山
形
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
�
０
２

３
―
６
３
３
―
７
７
３
９
）・

（
Ｆ
А
Ｘ
０
２
３
―
６
３
３
―

７
７
３
０
）
へ

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
てててててててててててててててててててて
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

２
月
７
日
�
、　

日
１４

�
、　

日
�
子
育
て
講
座
（
身

２１

体
計
測
と
個
別
相
談
）、　

日
�
、

２８

３
月
７
日
�

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼
２
月
２
日
�
、　

日
�
、
３

１６

月
２
日
�　

総
合
セ
ン
タ
ー

▼
２
月
９
日
�
、　

日
�
、
３

２３

時　

分
〜
山
形
県
総
合
社
会
福

３０
祉
セ
ン
タ
ー
（
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＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆マルコの夢 栗田　有紀
◆魔王 伊坂幸太郎
◆悪魔の種子 内田　康夫
◆箪笥のなか 長野まゆみ
◆あなたのそばで 野中　　柊
◆生協の白石さん 白石　昌則
◆藤沢周平　心の風景 藤沢　周平
◆あらんじあろんぞ　こどもえほん
 アランジ・アロンゾ
◆五味太郎のえほん 五味　太郎
◆ＮＰＯってなんですか ＮＰＯ活動を考える会
※ほか多数入荷しました。

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 

　仕事を探しているかたと地元企業の
面談会を開催します。多くの企業と面
談ができますので、一般のかたおよび
３月卒業予定の学生のかたは、気軽に
参加してください。（高校生のかたは、
学校を通して申し込んでください）

■日　時　２月１０日�　１３：３０～１６：００
　　　　　（１３：００～受付開始）
■場　所　はぎ苑（長井市）
■その他　面談会のほか、職業適性検

査、カウンセリング、年金・
健康保険相談、福祉の仕事
相談コーナーもあります。

■問合先　ハローワーク長井
　　　　　（�８４－８６０９）へ

お知らせコーナお知らせコーナーー
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へ

２月１日（水）・１１日 （祝日）
今月の休館今月の休館日日

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名

８：００～１７：００１８～５５土木施工管理技士、土木作業員４人山 和 建 設 �

８：００～１７：００不問土木施工管理技士１人� 齋 藤 建 設

８：００～１７：００不問
土木施行管理技士、重機オペレーター、
土木作業員、廃棄物処理作業員、解
体および廃棄物処理の営業、運転手

９人� 横 川 建 設

８：００～１７：００不問土木作業員１人伊 藤 総 建
８：００～１７：００不問事務員、運転士５人大 河 内 産 業 �

８：３０～１６：４５ほか１８～３０マシンオペレーター２人� 井 上 製 作 所
８：００～１７：００１８～３５電気工事２人猪 野 電 気 工 事 �

８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー �

８：１５～１７：００２０～５０検査工、組立工５人� ヤ オ コ ー
８：３０～１７：３０２０～４５電線製造工２人ひさご電材�小国工場
８：００～１７：００不問鉄筋加工１人舟 山 鉄 筋
８：００～１７：００３０～６５洗浄工４人� 小 国 技 研
６：００～１４：００不問除雪作業員１０人�グリーンセキュリティサービス下越支社
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸�長井営業所小国センター
９：００～１８：００不問バス運転手５人翔 礼 交 通 �

８：３０～１７：３０不問スタンド店員１人� 今 石 油 店
８：３０～１７：１０～３５製造技術開発１人東芝セラミックス�小国サイト
８：１５～１７：１５ほか１８～３４技術員、研究員、製造工５人日本重化学工業�小国事業所
８：３０～１６：４０ほか不問石英ガラス製造、加工１人�コラボレート山形営業所
９：００～１７：４５不問機械設計２人�シーテック山形営業所
８：３０～１７：３０ほか不問事務員、営業３人東 北 物 流 セ ン タ ー
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：００不問サービススタッフ２人アベ　 プランニング
８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ２人第一ホール小国店�コンズカンパニー
９：００～１９：００ほか１８～５５応接、調理補助５人お ぐ に 白 い 森 �

９：３０～１８：３０１８～４５販売員１人小 国 食 糧 �

８：４５～１８：００不問店員２人� 蔵 王 ス ト ア ー
１６：００～２１：００不問店員１人ファミリーマート小国町店
９：１５～１８：１５ほか不問介護員３人特別養護老人ホームさいわい荘

※１月１６日現在
■問合先　ハローワーク長井
　　　　　（�８４―８６０９）へ

求人情報求人情求人情報報

就就職職就就職職西置賜 面談会開西置賜　　　面談会開催催



小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナお知らせコーナーー

保健カレンダー
場　　所対　　象受 付 時 間乳 幼 児 健 診月　日

健康管理センター
※持ち物　母子健康手帳、
問診票（４カ月児、１歳
児健康診査は除く）

１６年７～９月生まれ１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査３/１７

１７年１１月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
３/２４

１７年３月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

　町では肝炎ウィルス検査を実施しています。肝
炎は感染の自覚がない人が多く、感染すると肝硬
変などに移行するケースもあります。
■対象者　次のいずれかに該当するかたで、定期
的に肝機能検査を受けていないかた
○町の総合検診で対象になっていたが、国保
ドッグなどほかの検診を受診したため、肝炎
検診を受けられなかったかた

○１７年度の検診で、ＧＰＴ値が要指導（３６～４５）と
いわれたかた

■検査期間　２月２０日�、２２日�、２３日�、２４日
�（計４回）

■場　　所　町立病院
■検査費用　個人負担額　２，５００円
■申込方法　希望する日の１週間前までに、電話

で申し込んでください。
■申込・問合先　健康福祉課へ

　高齢者等の生きがいづくりをより活発に
するために、展示作品を広く一般のかたか
ら募集します。作品は４月１０日�から平成
１９年３月２３日�までの期間中、１～２週間
程展示します。
■展示場所　健康管理センター
■申込期間　２月１日�～２８日�
■募集作品　書道、絵画、陶芸、写真、合

同でつくった大きな作品など
■そ の 他　作品は、４月１０日�から通年

のなかで１～２週間程展示し
ます。

■申込・問合先　健康福祉課へ

　２月８日�に、２月期（平成１７年１０月～平成
１８年１月分）の児童手当を振り込みます。振込
通知は郵送しておりませんので、該当されるか
たは確認してください。児童手当は申請してい
ただくことによって支給できるようになってい
ます。次のような場合で、まだ申請をされてい
ないかたは、早めに手続きを行ってください。

○「平成８年以降に子どもが生まれたが、
まだ申請をしていない。」
○「転入届は出したが、児童手当の手続き
を忘れていた。」
○「以前、所得超過によって受給資格を喪
失したが、その後所得額が減った。また
は、扶養親族等の数が増えたために、所
得制限限度額を超えなくなった。」など

※所得制限などがありますので、注意してくだ
さい。
■問合先　健康福祉課へ

２月８２月８日日（水）（水）児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま児童手当を振り込みますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

肝炎ウィルス検肝炎ウィルス検査査

 町立病院  総 合 検 診  健康管理センター

２月８日（水）

　各地区での検診は終了しましたが、まだ検診を
受けていないかたは、町立病院で受診できますの
で利用してください。
■日　時　２月２０日�、２２日�、２３日�、２４日�
　　　　　８：００～（受付開始）
■場　所　町立病院
■内容と対象者年齢

■料　　金　通常の総合検診と同じです。
■申込方法　希望する日の１０日前までに、電話で

申し込んでください。
■申込・問合先　健康福祉課へ

対象者年齢
（平成１７年４月１日時点の年齢）検診内容

４０歳以上
基 本 検 診
胃がん検診
大腸がん検診

４０歳以上の偶数年齢乳がん検診
２０歳以上の偶数年齢子宮がん検診



お知らせコーナお知らせコーナーー

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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　平成１８年度分町・県民税申告相談を開催します。
申告期限は３月１５日�です。申告期限が近づくと大
変混雑しますので、なるべく指定された期日に相談
会場においでください。今年度は、消費税の申告相
談日を設けておりますので、利用してください。申
告用紙は２月上旬に送付いたします。
■町・県民税の申告が必要なかた
「平成１８年１月１日現在で、小国町に居住してい
� �������������������������������������������������������

るかた」なお、次のかたは、申告書に必要事項を
� ���������

記入して役場税務出納課へ提出してください。
●税務署に確定申告をしたかた、または申告をす
る予定のかた
●給与収入を１ヵ所のみから受けるかたで、勤務
先から小国町へ年末調整済の給与支払報告書が
提出されているかた
●平成１７年中に全く収入がなかったかた
■申告の際に必要なもの
�申告書および印かん
�収入金額が確認できる書類

●営業・不動産収入……収支内訳計算書、売り上
げや仕入れの帳簿類、必要経費の領収書など

●農業所得……農産物の出荷伝票・仕切書・請求
書・領収書・借入金利子証明書、新規に購入し
た農機具などに関する書類、その他収入および
経費が明らかになる書類

●給与・公的年金収入……平成１７年分の源泉徴収
票

●雑所得・一時所得……支払証明書や通帳など収
入金額が確認できる書類

�各種領収書または申請書（所得控除を受ける場
合は、支払い金額などを証明する書類を必ず添
付してください）

�通帳など口座確認ができる書類
■その他　送付される「申告の手びき」等を必ず一
読し、持参する書類を確認してください。なお、
インターネット（http://www.nta.go.jp）でも確
定申告書が作成できますので、利用してください。

■問合先　税務出納課へ

※２月１９日（日）は閉庁日ですが、給与所得還付申告
のみの相談日となります。

―消費税の相談日を設けました―

平成18年度分町・県民税申告相談受付日程
午後の部午前の部

相談会場月　日
相談対象地区名受付時間相談対象地区名受付時間

坂町１・２１時～４時坂町３・５９時～１１時役場大会議室金２月１０日
幸町１時～４時本町９時～１１時〃月１３日
駅前・栄町１時～４時小国町９時～１１時〃火１４日
緑町１時～４時伊佐領・綱木箱の口９時～１１時〃水１５日
岩井沢１時～４時小渡・上岩井沢９時～１１時〃木１６日
旭町１時～４時北・西９時～１１時〃金１７日
給与所得還付申告１時～４時給与所得還付申告９時～１１時〃日１９日
田沢頭１時～４時年金受給者申告９時～１１時〃月２０日
東原１時～４時舘９時～１１時〃火２１日
尻無沢・今市１時～４時平林９時～１１時〃水２２日
兵庫舘１時～４時大滝９時～１１時〃木２３日
町原、あけぼの１時～４時松岡９時～１１時〃金２４日
増岡１時～４時大宮・宮ノ台９時～１１時〃月２７日
古田１時～４時種沢９時～１１時〃火２８日
舟渡１時～４時地蔵町・小芦９時～１１時〃水３月１日
消費税申告１時～４時消費税申告９時～１１時〃木２日
長者原、玉川中里１時～３時３０分小玉川、泉岡９時３０分～１１時梅花皮荘金３日
玉川、玉川新田１時～３時３０分足野水、中田山崎、片貝、市野沢９時３０分～１１時玉川コミュニティーセンター月６日
新股、河原角、上大石沢、下大石沢１時～３時３０分上叶水、下叶水９時３０分～１１時水源の郷交流館火７日
沼沢１時～３時３０分白子沢、桜沢、間瀬、明沢９時３０分～１１時山形おきたま農協白沼支店水８日
越中里、長沢１時～３時３０分六ヶ字・驚９時３０分～１１時越中里公民館木９日
五味沢・太鼓沢１時～３時３０分石滝・小股９時３０分～１１時りふれ金１０日

百子沢、足水中里、樽口９時３０分～１１時足中克雪管理センター月１３日
予備日１時～４時予備日１０時～１１時アスモ多目的ホール火１４日
予備日１時～４時予備日１０時～１１時〃水１５日

平平成成１１８８年年度度 町町・・県県民民税税のの申申告告相相談談町・県民税の申告相町・県民税の申告相談談 ２月１０日（金）～
３月１５日（水）



お知らせコーナお知らせコーナーー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

人口のうごき 

人  口　男 … 4,793人（－6） 
女 … 5,055人（－4） 
計 … 9,848人（－10） 

世帯数 　　3,290世帯（－6） 
平成17年12月31日 

誕生おめでとうございます。 

せ 　 な  

小 国 町  小　林　星　渚 
　誠 
かおり （ 

あ や か  

小 国 町  太　田　彩　花 
幹　生 
弘　子 （ 

しゅうや 

小 国 町  佐　藤　柊　也 
博　樹 
里　香 （ 

結婚おめでとうございます。 

小国小坂町 
松 岡  

横　山　雅　幸 
舟　山　恵理子 （ 

叶 水  
中 国  

水　島　朝　明 
　閻　　　穎　 （ 

おくやみ申し上げます。 

小国小坂町 

幸 町  

東 原  

小国小坂町 

小国小坂町 

新 原  

岩 井 沢  

玉 川  

(87) 

(59) 

(77) 

(92) 

(88) 

(89) 

(80) 

(73)

遠　藤　キクヨ 

飯　田　　　男 

舟　山　昭　三 

　近　　次　子 

須　藤　み　ね 

須　貝　　一郎 

富　樫　清　二 

伊　藤　弘　平 

雪雪かかきき・・雪雪下下ろろしし詐詐欺欺
　ひとり暮らしの高齢者宅を訪問し、雪かき、雪下ろ
し作業などの訪問販売を持ちかける不審な業者が現れ
ています。飛び込みの勧誘による雪かき、雪下ろし作
業などの安易な契約は慎みましょう。見知らぬ業者の
場合は、周囲のかたや町民課へ相談するなど、十分注
意してください。 町民課

　厚生年金、老齢年金、共済年金、障害年金、遺族年金
等の公的年金を受給しているかたは、課税の有無にかか

� ��������������������

わらず、年金受給額の申告をしてください。申告の際は、
� �������

１月末までに送付した源泉徴収票を添付してください。
（ただし、遺族年金、障害年金 の  み を受給しているかた

● ●

には送付していません）
■問合先　町民課へ

年金受給者のかたは申告を忘れずに年金受給者のかたは申告を忘れずに

　高齢になると、心臓病や糖尿病など生活習慣病を患う
かたが増えるため、高齢者の医療費は増える傾向にあり
ます。
　近年の小国町の老人医療費の状況は、平成１４年度の制
度改正時を境に受給者が減少しているにもかかわらず、
医療費は増加傾向にあります。
■老人医療費の状況

　老人医療費はみなさんが病院の窓口で支払う一部負担
金のほかに、国民健康保険や健康保険などからの拠出金、
国や県、町からの負担金など、いろいろな人たちの協力
によってまかなわれています。今後も安心して医療を受
けることができるよう、次のことに注意しましょう。
○同じ病気でいくつも違うお医者さんにかかるのはやめ
� ��������������������������������������������������������������

ましょう。
� ���������

○早期受診を心がけ、なるべく平日の日中に受診しましょう。
� �������������������������������������������������������������

○薬を無駄なく適正に服用しましょう。
� ��������������������������������������

○かかりつけ医を持ちましょう。
� �������������������������������

○医師の指示を守りましょう。
� �����������������������������

○定期的に健康診断を受け、病気の早期発見、早期治療を
� ���������������������������������������������������������������

心がけましょう。 町民課� ����������������

月平均医療費
（１人当たり）

総医療費受給者（人）年　度

４８，６７１円１１億９，９３９万円２，０５４１２年度
５１，３８１円１３億１，５２５万円２，１３３１３年度
５０，５６６円１３億２，７４５万円２，１８８１４年度
５４，３０４円１３億６，８６０万円２，０９９１５年度
５０，１５８円１２億１，１９１万円２，０１４１６年度
５１，６２０円１３億　１０６万円１，９５５１７年度（見込）

老人医療費を大切に使いましょう

注意！ 雪かき・雪下ろし詐雪かき・雪下ろし詐欺欺
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昭
和
五
十
五
年
に
始
ま
っ
た
地

区
対
抗
町
民
ス
キ
ー
大
会
は
、
豪

雪
地
小
国
町
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
町
民

が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
子
ど
も
の
頃
に
、
斜

面
を
見
つ
け
て
は
ス
キ
ー
に
の
り
、

今
も
現
役
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

林
公
子
さ
ん
（
沼
沢
）
に
思
い
出

を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
私
が
ス
キ
ー
を
始
め
た
頃
は
、

一
枚
板
の
長
靴
ス
キ
ー
で
し
た
。

中
学
生
に
な
る
と
ス
キ
ー
専
用
の

靴
に
な
り
ま
し
た
が
今
の
よ
う
な

滑
り
の
い
い
板
で
は
な
く
、
ロ
ウ

ソ
ク
を
塗
っ
て
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
家
が
遠
い
生
徒
は

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
ス
キ
ー
で

通
学
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
ス

キ
ー
授
業
や
部
活
で
は
、
斜
面
を

踏
み
固
め
る
だ
け
で
一
時
間
ぐ
ら

い
か
か
り
、
一
本
滑
る
の
が
や
っ

と
で
し
た
の
で
、
そ
の

分
転
ば
な
い
よ
う
に
大

切
に
滑
っ
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。

　

就
職
し
た
翌
年
か
ら

町
の
ス
キ
ー
大
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
は
二

回
目
の
大
会
か
ら
、
出

産
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
を

除
い
て
は
、
今
ま
で
毎

年
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
会
が
始
ま
っ
た
当
時

は
、
そ
の
種
目
に
出
場

す
る
選
手
の
人
数
制
限

も
な
か
っ
た
の
で
、
ど

の
種
目
に
も
多
く
の
選

手
を
出
し
て
い
た
白
沼

地
区
が
、
二
年
連
続
で

優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
全
体
で
も
か
な
り
大
勢

の
選
手
が
出
場
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
吹
雪
の
中
、
長
時
間
ス
タ
ー

ト
を
待
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ラ
イ
バ
ル
達
と
は
、
今
で
も
毎

年
大
会
で
顔
を
合
わ
せ
、
常
連
選

手
だ
ね
っ
と
笑
い
あ
っ
て
い
ま
す
。

元
気
で
い
る
か
ぎ
り
ス
キ
ー
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。」

2006-2
-1

編
集
発
行
／
小
国
町
役
場
総
務
企
画
課
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広
報
 体

育
協
会
設
立
五
十
周
年
記
念

昭和５９年　町民スキー大会クロスカントリー競技

健健
康康
・・
体体
力力
づづ
くく
りり
のの
ああ
ゆゆ
みみ

シ
リ
ー
ズ

「
元
気
で
い
る
か
ぎ
り

　

続
け
ま
す
」

林　公子さん

出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととももももももももももももももももももももももももももももももももも出会いとともにににににににににににににににににににににににににににににににににに 編
集
編
集
室
か
ら 

　

全
国
の
郵
便
局
を
ま
わ
り
、
旅

行
貯
金
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
岩

本
孝
弘
さ
ん
（
岐
阜
県
）
と
そ
の

仲
間
が
、
一
月
二
十
五
日
、
本
町

の
玉
川
郵
便
局
を
訪
れ
、
記
念
と

な
る
一
万
局
目
の
貯
金
を
達
成
さ

れ
ま
し
た
。
愛
知
県
の
郵
便
局
か

ら
貯
金
を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う

岩
本
さ
ん
の
通
帳
に
は
、
沖
縄
か

ら
北
海
道
ま
で
、
旅
の
記
録
が
印

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
小
国
郵
便
局

に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、
全
国

に
は
約
二
万
四
千
局
の
郵
便
局
が

あ
る
そ
う
で
す
。

　

貯
金
と
い
う
言
葉
に
は
、
ち
ょ
っ

と
耳
が
痛
い
私
、
帰
る
と
す
ぐ
に

通
帳
の
残
額
を
見
ま
し
た
。「
見
て

い
る
だ
け
で
は
増
え
な
い
、
行
動

に
移
さ
な
け
れ
ば
！
」
と
心
に

誓
っ
た
一
日
で
し
た
。
が
…
…
。 

（
舟
山
）

冬の風物詩「岩魚の寒風干」
小玉川地内


